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今
年
３
月
、
高
校
の
卒
業
式
も
終
え
、

子
ど
も
た
ち
は
新
た
な
る
道
に
多
少
の
不

安
を
抱
き
な
が
ら
も
希
望
に
満
ち
て
い
ま

し
た
。
ま
さ
に
新
年
度
に
向
け
て
国
中
が

例
年
の
歩
み
を
進
め
て
い
た
１１
日
、
東
日

本
を
大
き
な
震
災
が
襲
い
ま
し
た
。
と
て

つ
も
な
い
畏
れ
と
深
い
悲
し
み
が
世
界
中

を
包
ん
だ
瞬
間
で
し
た
。
未
だ
心
は
癒
え

ま
せ
ん
が
、
犠
牲
者
の
方
々
の
ご
冥
福
と
、

被
災
さ
れ
た
地
域
の
１
日
で
も
早
い
復
興

を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

そ
の
大
震
災
か
ら
一
週
間
後
、
全
国
高

Ｐ
連
の
呼
び
か
け
を
受
け
て
本
県
高
Ｐ
連

が
被
災
地
へ
の
義
援
金
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
た
と
こ
ろ
、
短
期
間
の
う
ち
に
多
額

の
ご
厚
意
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
全
国
高

Ｐ
連
全
体
で
は
、
１
億
円
近
い
金
額
が
集

ま
り
、
被
災
し
た
青
森
県
、
岩
手
県
、
宮

城
県
、
福
島
県
、
茨
城
県
の
各
高
Ｐ
連
に

こ
の
義
援
金
を
配
分
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

さ
て
、
こ
の
夏
、
全
国
高
校
総
合
文
化

祭
が
福
島
に
て
、
全
国
高
校
総
合
体
育
大

会
が
東
北
各
県
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
開

催
県
の
多
く
は
被
災
地
で
あ
り
、
開
催
が

危
ぶ
ま
れ
た
地
域
も
あ
り
ま
し
た
が
、
地

元
の
高
校
生
を
は
じ
め
多
く
の
方
々
の
熱

意
で
見
事
に
や
り
遂
げ
ら
れ
た
と
伺
っ
て

お
り
ま
す
。
例
年
以
上
の
ご
苦
労
が
あ
っ

た
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
の
二
つ
の
全
国
大

会
が
、
来
年
度
は
と
も
に
富
山
県
で
開
催

さ
れ
ま
す
（
高
総
文
祭
は
本
県
単
独
開
催
、

高
校
総
体
は
本
県
を
含
む
北
信
越
ブ
ロ
ッ

ク
開
催
）。
高
校
生
時
代
の
部
活
動
の
集

大
成
と
し
て
、
ま
た
来
年
の
大
会
成
功
に

向
け
て
大
勢
の
高
校
生
が
富
山
か
ら
参
加

し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
感
動
を
覚
え
て
帰
っ
て

き
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
う
し
た
明
日
に
向

け
活
動
し
て
い
る
子
ど
も
た
ち
の
姿
を
み

て
、「
大
人
も
が
ん
ば
ら
な
け
れ
ば
」
と

い
う
思
い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
で
も
来
年
度
は
、
北
信
越
大
会

を
富
山
で
開
催
い
た
し
ま
す
。
準
備
か
ら

開
催
ま
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
こ
と

が
多
々
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
来
年
７
月

６
・
７
日
の
開
催
に
向
け
て
ご
理
解
と
ご

支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

今
年
８
月
末
、
全
国
高
Ｐ
連
大
会
北
海

道
大
会
に
お
い
て
、「
命
を
つ
な
ぐ
！
」

と
題
し
た
前
旭
山
動
物
園
園
長
の
小
菅
正

夫
氏
の
講
演
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。
い
ろ

い
ろ
な
動
物
た
ち
の
子
孫
を
残
す
競
争
、

い
か
に
動
物
に
よ
っ
て
子
育
て
が
違
う

か
と
い
う
お
話
を
お
聞
き
し
、
命
を
つ
な

ぐ
大
切
さ
を
実
感
い
た
し
ま
し
た
。
そ
し

て
動
物
た
ち
の
営
み
を
、
ヒ
ト
の
子
育
て

に
繋
げ
て
考
え
た
と
き
、
震
災
を
経
験
し
、

残
っ
た
子
ど
も
た
ち
が
今
も
懸
命
に
仲
間

と
と
も
に
が
ん
ば
っ
て
い
る
、
私
た
ち
大

人
も
希
望
を
見
失
っ
て
は
な
ら
な
い
と
思

う
の
で
す
。
高
校
を
卒
業
す
る
と
、
子
ど

も
た
ち
は
、
就
職
・
進
学
し
て
い
き
ま
す
。

高
校
は
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
保
護
者

の
元
を
離
れ
る
準
備
期
間
だ
と
感
じ
て
い

ま
す
。
高
校
時
代
の
内
に
、
一
緒
に
い
て

多
く
の
こ
と
を
伝
え
て
お
き
た
い
と
い
う

思
い
は
皆
さ
ま
も
お
持
ち
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
震
災
を
共
に
経
験
し
た
年
で

あ
る
か
ら
こ
そ
「
命
を
つ
な
ぐ
」、
こ
ん

な
事
も
伝
え
て
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
高
校
統
廃
合
に
よ
り
本
年
度

を
最
後
と
す
る
５
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
皆
さ
ま
、

あ
と
わ
ず
か
と
な
り
ま
し
た
が
ご
活
躍
を

期
待
し
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

成
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十
三
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定
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総
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開
催

　　

６
月
２
日
、
富
山
電
気
ビ
ル
に
お
い

て
、
平
成
２３
年
度
県
高
Ｐ
連
の
定
期
総
会
が

２
４
０
名
の
参
加
を
得
て
開
催
さ
れ
、
新
役

員
が
次
の
と
お
り
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
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｢

親
子
・
先
生
の
絆
を
深
め
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動｣

＊
高
岡
高
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
＊

　

他
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
知
る
こ
と
で
、
各
校
の
保
護
者
が
今
、
高
校
生
段
階
の
子
ど
も

た
ち
と
ど
の
よ
う
に
関
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
の
か
と
い
う
情
報
を
共
有
し
、
次
世
代
を
担

う
子
ど
も
た
ち
を
共
に
育
て
、
共
に
学
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

本
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
、
全
体
委
員
と
一
般
会

員
か
ら
な
り
、
全
体
委
員
会
は
会
長
１
名
、

副
会
長
９
名
、
監
査
委
員
３
名
、
ク
ラ
ス

委
員
４２
名
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
役

員
と
ク
ラ
ス
委
員
は
、
広
報
委
員
会
・
保

健
委
員
会
・
生
徒
生
活
指
導
委
員
会
の
３

つ
の
専
門
委
員
会
お
よ
び
学
年
委
員
会
に

所
属
し
て
い
ま
す
。
広
報
委
員
会
は
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
だ
よ
り
の
発
行
、
保
健
委
員
会
は
学

校
保
健
委
員
会
へ
の
参
加
、
生
徒
生
活
指

導
委
員
会
は
、
さ
わ
や
か
運
動
へ
の
参
加

や
地
区
少
年
補
導
員
と
し
て
の
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

本
校
で
は
、
保
護
者
の
学
校
に
対
す
る

期
待
や
関
心
が
高
く
、
毎
年
恒
例
の
Ｐ
Ｔ

Ａ
総
会
、
体
育
大
会
、
文
化
祭
に
は
大
勢

の
保
護
者
が
出
席
し
ま
す
。
ま
た
、
人
間

の
生
き
方
を
考
え
る
機
会
と
し
て
の
講
演

会
、
豊
か
な
心
を
育
む
芸
術
鑑
賞
会
等
の

学
校
行
事
に
つ
い
て
も
、
保
護
者
の
参
加

が
多
く
、
親
子
で
同
じ
も
の
を
見
、
聴
き
、

感
動
し
、
家
庭
で
感
想
を
述
べ
あ
っ
た
り
、

人
生
観
や
夢
を
語
り
合
う
機
会
づ
く
り
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
校
の
特
徴
的
な

活
動
に
、｢

親
子
で

進
路
に
つ
い
て
考
え

る
活
動｣

が
あ
り
ま

す
。
７
月
に
は
、
職

業
理
解
講
座
、
進
路

講
話
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
職
業
理
解
講

座
で
は
、
実
社
会
で
活
躍
の
経
験
豊
富
な

同
窓
生･

保
護
者
を
招
き
、
専
門
分
野
に

お
け
る
い
ろ
い
ろ
な
経
験
談
・
思
い
を
親

子
に
語
っ
て
も
ら
い
、
子
ど
も
の
視
野
の
拡

大
、
自
己
発
見
、
進
路
設
計
の
機
会
に
し

て
い
ま
す
。
進
路
講
話
は
、
外
部
か
ら
講

師
を
招
き
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
体
委
員
会
で
、
進

路
に
関
す
る
情
報
お
よ
び
保
護
者
と
し
て

の
心
構
え
に
つ
い
て
話
を
聞
き
ま
す
。
大
学

入
試
の
し
く
み
や
受
験
に
対
す
る
親
の
心

構
え
に
つ
い
て
考
え
る
よ
い
機
会
に
な
る
と

と
も
に
、
子
ど
も
と
話
し
合
う
き
っ
か
け

に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
の
特
徴
的
な
行
事
は
、
学
年

Ｐ
Ｔ
Ａ
研
修
会
で
す
。｢

学
習
と
進
路｣

を
テ
ー
マ
に
、
３
年
生
は
７
月
、
１
・
２

年
生
は
１０
月
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
そ
れ

ぞ
れ
の
学
年
に
応
じ

て
学
校
側
か
ら
説
明

を
受
け
、
質
疑
応
答

の
後
、
個
別
面
談
に

よ
り
、
保
護
者
と
先

生
が
率
直
に
意
見
を

交
換
し
あ
う
よ
い
機

会
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
に
も
、
総
会
・
役
員
会
の
折
り
に
、

授
業
や
部
活
動
を
垣
間
見
た
り
、
色
々
な

機
会
に
学
校
を
訪
れ
、
子
ど
も
た
ち
の
活

動
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
計
画
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
を
巻
き
込
ん
だ
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動

の
中
か
ら
、
多
感
な
成
長
期
に
あ
る
子
ど

も
た
ち
の
、
通
常
見
え
に
く
い
部
分
を
掴

み
、
保
護
者
と
し
て
子
ど
も
と
の
適
切
な

ス
タ
ン
ス
を
保
つ
手
が
か
り
と
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

高
岡
高
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長　
　

西
能　

徹

　

本
校
で
は
、
広
報
・

研
修
・
生
徒
生
活
指

導
の
三
つ
の
委
員
会

に
よ
り
活
動
し
て
い

ま
す
。

　

広
報
委
員
会
で
は
、

年
二
回
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
通

信
を
発
行
し
て
お
り
、

学
校
行
事
や
各
部
活
動
の
活
躍
等
に
つ
い

て
、
写
真
撮
影
・
原
稿
作
成
を
行
っ
て

い
ま
す
。
今
年
は
三
年
に
一
度
開
催
さ
れ

る
富
工
展
（
学
園
祭
）
も
あ
り
、
特
別
号

を
発
刊
す
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
特
集
記

事
で
は
ア
ン
ケ
ー
ト
等
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
卒
業
直
前
の
親
へ
の
思
い
を
込
め
た

川
柳
で
は
、「
ユ
ニ
ホ
ー
ム
、
洗
っ
て
く

れ
て
、
あ
り
が
と
う
」、「
三
年
間
、
毎
日

弁
当
、
あ
り
が
と
う
」
と
面
と
向
か
っ
て

は
伝
え
ら
れ
な
い
生
徒
の
気
持
ち
を
紹
介

し
た
り
、
家
庭
像
調
査
で
は
。『
家
庭
内

に
恐
い
存
在
の
人
は
い
な
い
７７
％
』
と
今

ど
き
の
家
庭
像
が
浮
か
び
上
が
り
ま
し
た
。

　

研
修
委
員
会
で
は
校
内
外
で
研
修
会
を

行
っ
て
い
ま
す
。
校
外
研
修
会
で
は
、
今

ま
で
就
職
先
で
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
県

内
企
業
や
進
学
実
績
の
あ
る
大
学
や
専
門

学
校
等
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
見
学
会
を

実
施
し
、
在
校
生
の
進
路
指
導
に
向
け
た

パ
イ
プ
役
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

校
内
研
修
会
で
は
生
徒
理
解
の
た
め
の
講

演
会
等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

生
徒
生
活
指
導

委
員
会
で
は
、「
さ

わ
や
か
運
動
」
に

積
極
的
に
参
加
し

て
い
ま
す
。
正
門

や
大
学
電
停
前
等

で
、
登
校
し
て
く

る
生
徒
に
対
し
て

元
気
な
声
で
の
呼
び
か
け
や
服
装
の
正
し

い
着
こ
な
し
、
自
転
車
通
学
者
に
対
す
る

マ
ナ
ー
向
上
に
つ
い
て
の
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。
保
護
者
と
し
て
は
、
生

徒
一
人
一
人
の
朝
の
様
子
か
ら
、
普
段
の

学
校
で
の
生
活
を
う
か
が
い
知
る
良
い
機

会
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

本
校
で
は
、
数
年
前
ま
で
は
遅
刻
者
の

数
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
学
校
と
家
庭

と
の
連
携
し
た
対
応
な
ど
の
取
り
組
み
が

功
を
奏
し
て
減
少
し
ま
し
た
。
服
装
や
態

＊
富
山
工
業
高
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
＊

共
学
共
育

新企画

他
校
・
他
地
区
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
学
ぶ
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６
月
２１
日
（
火
）
魚
津
高
校
に
お
い
て

「
家
庭
教
育
の
充
実
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
つ

い
て
」
を
研
究
主
題
に
平
成
２３
年
度
新
川

地
区
指
導
者
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
一
分
科
会
で
は
「
高
校
教
育
と
Ｐ
Ｔ

Ａ
活
動
」
と
題
し
、
魚
津
高
校
横
田
副
会

長
か
ら
、
三
つ
の
専
門
委
員
会
を
中
心
に
、

保
護
者
と
教
師
が
緊
密
に
提
携
し
な
が
ら

生
徒
と
本
音
で
向
き
合
う
大
切
さ
に
つ
い

て
、
第
三
分
科
会
で
は
「
雄
山
高
校
の
生

活
指
導
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
取
組
」
と
題
し
、
浦

田
会
長
か
ら
、
生
徒
を
中
心
と
し
保
護
者

と
教
師
の
第
三
者
で
築
く
活
動
「
Ｐ
Ｔ
Ｓ

し
ゃ
べ
り
場
」
の
取
組
に
つ
い
て
、
第
四

分
科
会
で
は
「
親
子
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
促
進
ー
心
豊
か
な
社
会
の
実
現

を
め
ざ
し
て
ー
」
と
題
し
、
桜
井
高
校
の

越
前
会
長
か
ら
、
よ
り
よ
い
教
育
環
境
を

作
る
た
め
に
積
極
的
に
学
校
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
、
支
援
、
協
力
し
て

い
く
必
要
性
に
つ
い
て
の
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。

　

分
科
会
終
了
後
、
魚

津
警
察
署
生
活
安
全
課

少
年
補
導
員
の
堀
田
聖

子
氏
に
よ
る
「
少
年
補

導
の
現
場
か
ら
」
を
演

題
に
ご
講
演
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
子
供
を
被

害
者
に
も
加
害
者
に
も

さ
せ
な
い
た
め
、
子
供
の
サ
イ
ン
を
見
逃

さ
な
い
た
め
に
も
、
日
頃
の
会
話
を
大
切

に
し
、
折
に
触
れ
て
常
識
や
ル
ー
ル
に
つ

い
て
話
す
機
会
を
も
つ
こ
と
が
大
事
だ
と

改
め
て
感
じ
さ
せ
ら
れ
た
講
演
で
し
た
。

　

研
修
会
に
参
加
し
て
、
各
校
の
特
色
を

生
か
し
た
活
動
や
指
導
に
深
い
感
銘
を
受

け
る
と
と
も
に
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
役
割
の
重
要

性
を
再
確
認
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

本
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
に

お
い
て
も
、
五
つ

の
専
門
委
員
会
を

組
織
し
、
県
内
外

へ
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
大
学

見
学
会
や
進
路
講

演
会
、
年
二
回
の

広
報
誌
の
発
行
な

ど
様
々
な
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
昨
年
度
は
文
化
祭
へ
Ｐ
Ｔ
Ａ
模
擬
店

と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。
今
回
の
各
校
の

報
告
を
参
考
に
、
今
後
も
さ
ら
に
創
意
工

夫
を
施
し
た
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
取
り
組
み
、

本
校
の
教
育
活
動
の
推
進
に
協
力
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

入
善
高
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
副
会
長　

寺
西
裕
子

　

県
高
Ｐ
連
会
員
の
皆
様
よ
り
多
く
の

善
意
が
寄
せ
ら
れ
、
義
援
金
の
総
額
は

３
，９
５
８
，４
７
２
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

義
援
金
は
、
６
月
２５
日
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
平
成
２３
年
度
全
高
Ｐ
連
通
常
総

会
当
日
に
、
全
国
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
総

額
９
６
，
４
９
４
，
５
４
４
円
を
全
高

Ｐ
連
の
高
間
会
長
よ
り
被
災
地
の
宮
城

県
、
岩
手
県
、
福
島
県
、
茨
城
県
、
青

森
県
の
各
県
連
会
長
に
直
接
手
渡
し
さ

れ
ま
し
た
。

　

皆
様
の
ご
協
力
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

富
山
地
区
指
導
者
研
修
会

日
時　

６
月
３０
日
（
木
）

会
場　

富
山
工
業
高
校

分
科
会
と
発
表
校

第
１
分
科
会　

高
校
教
育
と
Ｐ
Ｔ
Ａ

　

富
山
高
校　
　
　

毛
利
一
朗
会
長

第
２
分
科
会　

進
路
指
導
と
Ｐ
Ｔ
Ａ

　

大
沢
野
工
業
高
校　

　
　
　
　
　
　
　
　

突
田
重
勝
会
長

第
３
分
科
会　

生
活
指
導
と
Ｐ
Ｔ
Ａ

　

富
山
北
部
高
校　

水
口
大
倫
会
長

第
４
分
科
会　

家
庭
教
育
と
Ｐ
Ｔ
Ａ

　

雄
峰
高
校　
　
　

宝
田
智
子
会
長

講
演　

｢

八
尾
の
住
ま
い
・
ま
ち
づ

　
　
　
　
く
り
と
八
匠
の
取
り
組
み
」

（
社
）
八
匠
理
事
長　

石
原　

博
氏

砺
波
地
区
指
導
者
研
修
会

日
時　

６
月
２２
日
（
水
）

会
場　

砺
波
市
農
業
改
善
セ
ン
タ
ー

分
科
会
と
発
表
校

第
１
分
科
会　

高
校
教
育
と
Ｐ
Ｔ
Ａ

　

小
矢
部
園
芸
高
校

　
　
　
　
　
　
　
　

本
田
徳
成
会
長

第
３
分
科
会　

生
活
指
導
と
Ｐ
Ｔ
Ａ

　

南
砺
総
合
高
校
井
波
高
校

　
　
　
　
　
　
　
　

中
川
一
雄
会
長

第
４
分
科
会　

家
庭
教
育
と
Ｐ
Ｔ
Ａ

　

砺
波
工
業
高
校　

川
邉
一
彦
会
長

講
演　

｢

客
の
心
に
な
り
て
」

　

砺
波
市
美
術
館
長　

　
　
　
　
　
　
　
　

小
野
田
裕
司
氏

高
岡
地
区
指
導
者
研
修
会

日
時　

６
月
１５
日
（
水
）

会
場　

ウ
ィ
ン
グ
ウ
ィ
ン
グ
高
岡

分
科
会
と
発
表
校

第
１
分
科
会　

高
校
教
育
と
Ｐ
Ｔ
Ａ

　

高
岡
高
校　
　
　

西
能
徹
会
長

第
２
分
科
会　

進
路
指
導
と
Ｐ
Ｔ
Ａ

　

高
岡
西
高
校　
　

桐
井
健
一
会
長

第
３
分
科
会　

生
活
指
導
と
Ｐ
Ｔ
Ａ

　

高
岡
工
芸
高
校　

勘
坂
清
治
会
長

第
４
分
科
会　

家
庭
教
育
と
Ｐ
Ｔ
Ａ

　

高
岡
商
業
高
校　

山
崎
肇
会
長

講
演　

｢

競
争
社
会
と
学
校
」

　

前
射
水
市
教
育
長　

山
下
富
雄
氏

東
日
本
大
震
災

義
援
金
募
金
報
告

新
川
地
区
指
導
者
研
修
会
に
参
加
し
て

度
に
つ
い
て
は
、
教
職
員
や
保
護
者
が
同

じ
考
え
方
で
指
導
や
注
意
を
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
そ
の
上
で
、
挨
拶
や
身
だ
し

な
み
、
言
葉
遣
い
等
に
つ
い
て
何
故
こ
の
よ

う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
を
生
徒

に
理
解
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
富
山

工
業
高
校
の
生
徒
の
多
く
が
卒
業
後
直
ち

に
社
会
人
に
な
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
自

主
性
や
社
会
性
に
つ
い
て
指
導
す
る
こ
と

が
で
き
る
最
後
の
三
年
間
と
な
る
わ
け
で
、

将
に
学
校
と
保
護
者
が
連
携
し
て
取
り
組

む
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

富
山
工
業
高
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

　

織
田　

伸
一



　

県
高
Ｐ
連
会
報
第
１
０
５
号
の
発
行
に
際
し

執
筆
・
寄
稿
し
て
頂
い
た
皆
様
に
は
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
今
回
、
今
迄
と
誌
面
を
少

し
変
え
て
み
ま
し
た
。
よ
り
多
く
の
学
校
か
ら

の
よ
り
多
く
の
情
報
を
皆
様
に
お
伝
え
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
御
一
読
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
（
会
報
編
集
委
員
長　

村
上　

祐
）
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高校生による「蝦夷太鼓」

編
集
後
記

　

平
成
２３
年
度
北
信
越
地
区
高
Ｐ
連
研
究
大
会

が
「
い
の
ち　

輝
け
！
」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に

７
月
８
日
、
９
日
に
金
沢
市
の
石
川
県
立
音
楽

堂
を
主
会
場
に
し
て
開
催
さ
れ
、
北
信
越
５
県

か
ら
会
員
約
１
３
０
０
人
が
、
富
山
県
か
ら
は

１
８
２
名
参
加
し
ま
し
た
。
一
日
目
は
開
会

式
・
歓
迎
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
・
分
科
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
金
沢
辰
巳
丘
高
校
管
弦
学
部
の
演

奏
で
は
、
東
日
本
大
震
災
の
犠
牲
者
追
悼
の
曲

が
演
奏
さ
れ
ま
し
た
。
分
科
会
で
は
、
富
山
県

の
４
校
か
ら
も
実
践
例
を
も
と
に
各
校
が
参
考

と
な
る
内
容
の
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
二
日

目
は
、
声
優
増
岡
弘
氏
が
「
サ
ザ
エ
さ
ん
一
家

か
ら
学
ん
だ
家
族

の
幸
せ
」
と
題
す

る
記
念
講
演
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
閉

会
式
で
は
、
次
年

度
開
催
県
で
あ
る

富
山
県
の
毛
利
会

長
よ
り
富
山
弁
を

交
え
て
の
挨
拶
が

あ
り
、
閉
会
と
な

り
ま
し
た
。

　

本
県
の
分
科
会
発
表
者
は
次
の
方
々
で
す
。

　

◎
分
科
会
発
表
者

　

第
１
分
科
会
（
高
校
教
育
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
）　　

　
「
農
業
教
育
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
」　　
　

　

小
矢
部
園
芸
高
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長　

本
田
徳
成

　

第
２
分
科
会
（
進
路
指
導
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
）　　

　
「
本
校
の
進
路
指
導
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
」

　

大
沢
野
工
業
高
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長　

突
田
重
勝

　

第
３
分
科
会
（
生
徒
指
導
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
）　

　
「
家
庭
と
の
共
通
理
解
を
は
か
る

　
　
　
　
　
　
　

生
徒
指
導
の
取
り
組
み
」　

　

新
湊
高
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長　
　
　
　

八
嶋
浩
久

　

第
４
分
科
会
（
家
庭
教
育
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
）　　

　
「
親
子
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」　　
　
　

　

桜
井
高
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長　
　
　
　

越
前
哲
男

　
「
い
の
ち　

輝
け
！　

～
人
・
夢
・
愛　

ひ

た
む
き
に
頑
張
る
君
た
ち
を
応
援
し
た
い
」
を

テ
ー
マ
に
第
６１
回
全
国
高
Ｐ
連
大
会
北
海
道
大

会
が
８
月
２５
日
、
２６
日
の
両
日
、「
北
海
き
た

え
ー
る
」
を
中
心
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
全
国

か
ら
約
１
万
人
、
富
山
県
か
ら
は
１
０
８
名
が

参
加
し
ま
し
た
。
一
日
目
は
高
校
生
に
よ
る
吹

奏
楽
や
和
太
鼓
の
演
奏
の
後
、
開
会
式
が
行
わ

れ
、
相
川
順
子
全
国
高
Ｐ
連
会
長
に
よ
る
式
辞
、

笠
浩
史
文
科
大
臣
政
務
官
、
髙
橋
は
る
み
北
海

道
知
事
な
ど
の
祝
辞
が
あ
り
、
そ
の
後
、
表
彰

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、精
神
科
医
の
香
山
リ
カ
氏
よ
り「
生

き
る
力
を
つ
け
る
処
方
箋
」
と
題
す
る
基
調
講

演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
香
山
氏
は
、
最
近
の
傾

向
は
、
ど
こ
に
で
も
い
る
い
つ
も
は
問
題
の
な

い
良
い
子
が
、
あ
る
日
突
然
豹
変
し
様
々
な
症

状
が
現
れ
て
し
ま
う
と
精
神
科
医
の
立
場
か
ら

話
さ
れ
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
分
科
会
（
４
分
科
会
・
３
特
別
分

科
会
）
が
札
幌
市
民
ホ
ー
ル
な
ど
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
情
報
社
会
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
部
会
で
は
、

「
出
会
い
系
に
潜
む
罠
」
を
め
ぐ
っ
て
札
幌
北

陵
高
校
演
劇
部
が
問
題
提
起
を
行
い
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
、
前
旭
山
動
物
園
園
長
の
小
菅
正

夫
氏
よ
り
「
命
を
つ
な
ぐ
！
」
と
題
す
る
記
念

講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
小
菅
氏
は
、
ど
ん
な

生
き
も
の
も
命
を
次
の
世
代
へ
引
き
継
ぎ
、
未

来
へ
と
繋
げ
て
行
こ
う
と
し
て
生
き
て
い
る
。

今
、
生
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
未
来
へ
命

を
繋
ぐ
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
の
場
で
あ
る
と
述
べ
て

い
ま
し
た
。
閉
会
式
で
は
、
次
年
度
開
催
県
で

あ
る
和
歌
山
県
よ
り
挨
拶
が
あ
り
、
閉
会
と
な

り
ま
し
た
。

・
全
体
会
場
と
な
っ
て
い
た
北
海
き
た
え
ー
る

に
は
全
国
か
ら
約
８
０
０
０
人
が
集
ま
り
ま
し

た
が
、
残
念
な
が
ら
富
山
県
連
合
会
は
サ
ブ
ア

リ
ー
ナ
で
の
視
聴
と
な
り
ま
し
た
。
大
会
役
員

の
言
葉
か
ら
未
曾
有
の
大
震
災
か
ら
大
会
に
漕

ぎ
着
け
る
こ
と
が
で
き
た
格
別
の
思
い
が
伝

わ
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
大
会
テ
ー
マ
「
い
の

ち
輝
け
！
」
は
被
災
地
の
復
興
を
願
う
魂
の
叫

び
に
も
聞
こ
え
ま
し
た
。
式
典
後
の
「
生
き
る

力
を
つ
け
る
処
方
箋
」
と
題
し
た
精
神
科
医
の

香
山
リ
カ
氏
の
お
話
は
興
味
深
く
聞
き
ま
し
た
。

最
近
の
子
ど
も
た
ち
の
傾
向
と
し
て
、
自
分
に

自
信
が
持
て
ず
、
み
ん
な
に
好
か
れ
る
た
め
に

演
技
し
て
い
て
、
ち
ょ
っ
と
し
た
失
敗
で
傷
つ

い
て
し
ま
う
そ
う
で
す
。
確
か
に
身
近
で
思
い

当
た
る
フ
シ
が
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
大
人
も
自

分
の
人
生
を
受
け
入
れ
、
マ
イ
ナ
ス
面
も
「
自

分
ら
し
さ
」と
受
け
止
め
、心
に
ゆ
と
り
を
持
っ

て
子
ど
も
と
向
き
合
っ
て
い
か
な
く
て
は
な
ら

な
い
と
再
認
識
し
ま
し
た
。

　
　

砺
波
高
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長　

瘧
師　

富
士
夫

▼
北
信
越
高
Ｐ
連
表
彰
受
賞
者

　

加
藤
一
博
（
前
県
高
Ｐ
連
副
会
長
）

　

尾
山　

誠
（
前
県
高
Ｐ
連
理
事
）

　

澤
田
淳
一
（
前
県
高
Ｐ
連
理
事
）

　

出
合
和
仁
（
前
県
高
Ｐ
連
理
事
）　

▼
全
国
高
Ｐ
連
大
会
会
長
表
彰

　

団
体　

魚
津
工
業
高
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

　
　
　
　

南
砺
福
野
高
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

　

個
人　

大
楠
匡
子
（
前
県
高
Ｐ
連
副
会
長
）

　
　
　
　

森　

啓
祐
（
前
県
高
Ｐ
連
理
事
）

参
加
者
の
声

北
信
越
地
区
高
Ｐ
連

　
　
　　
研
究
大
会
石
川
大
会

平
成
二
十
三
年
度
表
彰
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